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３月３日（金）の午後，島原半島内を中心に１１企業から講師をお呼びし，希望した

２つの企業から業務内容や仕事の魅力について話を伺いました。生徒から「いろんな業

界のことについて知る機会となり視野が広がった」「たくさんの将来の可能性を考えさ

せてくれた」「いろんな企業が県内に存在しており，技術は大企業にも負けないくらい

の魅力がある」「そうだったんだ！という驚きがいくつもあった」「長崎にも世界に進

出している有名な企業がたくさんあることに気づけた」という感想が多く，将来の職業

観を育む有意義な時間となりました。  

 

 

 

 このたびの人事異動により、下記の先生方が島原高校（全日制）を離･退任されることにな
りました。これまで島原高校のためにご尽力いただいたことに感謝するとともに、今後のご
多幸とご活躍を祈念いたします。本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医学科 ２名合格 歯学科１名 薬学部 6 名 合格！！ 
今年度の合格状況です。3 年目となる共通テストや新型コロナの影響などの多くの変化に振り回 

 される中、粘り強く努力し合格を勝ち取った生徒です。 

○国立大学 ５４名  ○公立大学 ２２名  ○私立大学    ９６名 

○短期大学 ６名   ○専門学校 ２５名  ○就職（公務員）  ５名 

（３月１７日現在 人数は延べ数） 

国公立大学後期試験の発表が 3 月 20～22 日となっています。まだまだ頑張り続けている卒業生 

もいます。全員の進路決定、新しい年度の始まりはまだまだこれからの状況です。 

 

 

 

 

 

  
 
 

 

 去る２月２８日に卒業記念品贈呈式、表彰式、同窓会入会式を、３月１日には第７

５回卒業証書授与式を挙行し、普通科１４７名、理数科３８名、合計１８５名の生徒

たちが３年間の島高生活を終えて旅立っていきました。この学年は、入学直前から猛

威を振るい始めた新型コロナウイルス感染症の影響を３年間受け続けた学年になりま

した。入学直後の分散登校、学校行事や部活動の縮小や中止など、思うような高校生

活を過ごせなかったと感じた生徒も多かったと思います。しかしそのような逆境の中

でも、生徒たちは毎日の学習や部活動などできることに全力を注ぎ、人間的に逞しく

成長していきました。本校で培った島高魂を胸に、21 世紀の旗手として輝かしい未来

を切り拓いてくれることを祈っています。  
 

６日（木）入学予定者オリエンテーション(1 年) 

     登校自学(～７日 2・3年) 

７日（金）クラス発表・教室移動(2・3年) 

10日（月）始業式・入学式 

11日（火）校内実力テスト(2年)(～12日3年) 

     新入生研修(～13日 1年) 

     地区別集会・通学方法別集会 

 

12日（水）スマホ安全教室 

13日（木）全校朝会 

17日（月）個人写真撮影(1年) 

19日（水）議案書検討・部活動生集会 

24日（月）文理探究科新入生研修(～25日) 

26日（水）歓迎遠足 

 

３学年主任 植松 耕平

 

「自分らしくあること」 

令和４年度も終わろうとしている。現在、新型コロナウイルス感染症への対応も緩和の方

向にあるが、ほとんどの学校行事や部活動の大会等が実施できたことは、本当に良かったと

思う。これから先、学校生活が通常の状態に戻っていくことを願うばかりである。  

いま、社会には多くの情報があふれ、目まぐるしいスピードで変化している。人々はタブ

レットやスマートフォンを手にして、いろいろな情報を簡単に手に入れることができるし、

いつでもそして誰もが自由に情報を発信できる。中には、その場の雰囲気やノリで投稿した

映像により、大きな社会問題となる事例が後を絶たないことは残念である。また、若者に多

く見られるのだが、流行に遅れまいとＳＮＳの情報のチェックに時間を費やし、周囲と同じ

でなければいけないと考えているのではないかとさえ思ってしまう。  

そのような中にあって、皆さんには『自分らしくあること』を大切にして欲しい。人は一

人ひとりが個性を持っている。個性はあなた自身が持っている人間としての魅力である。そ

れは、他の人にはないあなただけのものである。「自分らしくある」とは、自分自身の個性

や性質を認め、自分の信念を持って生活することである。しかし、中には自分のことがどう

しても好きになれないという人がいるかもしれない。完璧を求めすぎたり、他人との比較ば

かりをしたりする人に多いそうである。「自分なんて～」「どうせ～」という考えから脱却

して、自分の魅力やプラス面を知ったうえで、それを生かすことを考えて欲しい。そのこと

が、あなた自身の魅力や可能性を伸ばすこと、つまり「自分らしくある」ことに繋がってく

るのではないだろうか。当然、「自分らしくあること」が自己中心的な考え方や行動になっ

てはいけないし、集団の和を乱すことは慎まなければならいこともある。また、自分の個性

を大切にすることと同様に、他人の個性を認めていくこともまた大切であることを忘れては

ならない。 

４月から新学期が始まる。目標をしっかりと持ったうえで、新たなスタートを切って欲し

い。そのためにも、十分な準備をしておくことが大切である。令和 5 年度は、皆さん一人ひ

とりが自分らしさを発揮して、充実した学校生活を送ることができるよう期待している。  

１０月開催競技 期日 会場 

弓道   男・女 10/17～10/18 島原市霊丘公園体育館・弓道場、島原高校弓道場 

テニス  男・女 10/17～10/19 佐世保市総合グラウンドテニスコート 

ソフトテニス 男・女 10/17～10/19 長崎市総合運動公園かきどまり庭球場 

川口 由美子 教頭 長崎東高校へ     中島 詠太  先生 佐世保南高校へ 

永石 賢英  先生 長崎工業高校定時制へ 植松 耕平  先生 長崎西高校へ 

秋月 直剛  先生 壱岐商業高校へ    田中 茉優  先生 ご退職 

峯  陽子  先生 ご退職        長浦 彩良  先生 三川内中学校へ 

土井 和可子 先生 ご退職        北浦 剛資  先生 ご退職 

 

校長室から 
校長 岩橋 順弘 
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